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本学学生の体力・運動能力調査結果および全国平均との比較 †
―教育学部生18歳を対象とした平成25年度調査結果から―
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概要　平成25年度の本学教育学部生（18歳）の体力・運動能力について，平成22年度の結果ならびに全国平
均との比較をしながら，その実態と課題について検討することを目的とした。検討の結果，本学部男子学生
は体力的には全国よりも優れているが，運動能力的には劣っていることが認められた。一方，本学部女子学
生の体力・運動能力は全国と比較して優れていることが認められたが，運動実施状況は「しない」の回答が
多い。運動部所属と体力・運動能力の相関が実証されており，今後体力・運動能力の向上とともに運動を継
続させていくための動機づけをリテラシー科目「スポーツと健康」の課題としたい。
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１．研究目的
　文部科学省が昭和39年以降実施している「体力・
運動能力調査」は，本学にも実施依頼があり，近年
では平成22年度と25年度に，基盤教育リテラシー科
目「スポーツと健康」の授業内で行っている。なお，
平成22年度は全学で実施したが，平成25年度は教育
学部のみの実施となった。
　このような各大学での調査結果をもとに，全国と
の比較をしながら所属する学生の体力の現状につい
て多くの先行研究が報告をしている注１）。
　本学でも22年度の結果をもとに報告書をまとめ，
以下の結果を示している注２）。
・体力の平均値では，「持久走」は男女とも本学の方
が劣っており，男子において有意であったが，他の
項目は男女とも本学の方が有意に優れた値であった。

・運動能力では，男子において「立ち幅とび｣「ハ
ンドボール投げ」で本学の方が有意に優れていた
が，「50ｍ走」では有意に劣っていた。また，女
子においては，「立ち幅とび」で有意に劣っていた。

・教育学部と他学部の比較では，体力・運動能力テスト
の合計得点の平均値は，男子では工学部と農学部よ
りも有意に高く，女子では有意な差はみられなかった。
　そこで，本報告では，平成25年度の本学教育学部
生（18歳）の体力・運動能力について，平成22年度
の結果ならびに全国平均との比較をしながら，その
実態と課題について検討することを目的とした。

２．研究方法
 （１）測定対象
　対象者は，平成25年度の「スポーツと健康」を履
修した本学教育学部学生（４月時点で18歳）であり，
対象数は以下の通りである。
　男子60名　女子76名　計136名
　なお，保健体育専攻学生の結果は除外している。
 （２）測定時期
　平成25年５月23日，30日
 （３）測定項目
　文部科学省から依頼されたアンケートを実施するとと
もに，体力テスト４項目（握力，上体起こし，長座体前屈，
反復横とび），運動能力テスト４項目（持久走，50ｍ走，
立ち幅とび，ハンドボール投げ）について測定した。

３．結果及び考察
 （１）アンケート結果から
　１）運動部所属状況
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　　運動部や地域スポーツクラブへの所属状況は，
男子で所属23 名，非所属37名，女子で所属24名，
非所属52名である。

　　特に女子の所属率が32％と低い。
　２）運動の実施状況
　　体育の授業を除き，運動スポーツをしないとい
う学生が男子11名，女子32名，全体で32％と最も
多い。特に，女子では男子の約3倍の数値である。
男子では，「ほとんど毎日」から「しない」まで徐々
に数値が下がっている。

　　表１．運動の実施状況（人数）

　３）朝食の有無
　　66％の学生が毎日朝食を摂っている。女子では
72％，男子では58％の割合である。

　４）１日のテレビ（ゲームを含む）の視聴時間
　　男子では１時間未満が，女子では１時間以上２
時間未満が最も多く，いずれも35％であった。男
女とも２時間未満が67％である。

 （２）体力・運動能力調査結果の本学学部生と全国
平均との比較

　１）総合評価の比較
　　結果を総合評価Ａ～Ｅの出現度数と出現率で比
較してみると（表２，３参照），男子は同率，女子
はやや高い結果となっており，ともにＢ，Ｃに７
割強と集中している。これを学校段階別テストの
結果でみてみると（表４），大学生男子18歳の全
国平均は，54.62で，本学部生の53.02を上回って
いる。女子は，全国平均49.21，本学学部生51.45で，
本学の方がやや高い。

　２）各項目の全国大学生平均との比較
　　女子では「立ち幅とび」で全国18歳平均・大学
18歳平均よりも劣っているが，有意差はなく，その
他の項目は本学学部生の方が優れている（表５，６
参照）。「上体起こし」，「反復横とび」，「持久走」，「50
ｍ走」で有意差有り。一方，男子は，「50ｍ走」（大
学18との差が有意），「立ち幅とび」（有意差有り），
「ハンドボール投げ」の３項目で，18歳平均・大学

18歳平均よりも劣っている。「反復横とび」，「持久
走」では大学18歳平均より劣っている。男子が全
国平均よりも優れているのは，「握力」，「上体起こ
し」，「長座体前屈」であるが，いずれも有意差はない。
男子は体力的には全国よりも優れているが，運動能
力的には劣っているという結果となった。（ｐ＜.05）
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　　22年度との比較では，男子において有意に優れ
ていた「立ち幅とび」「ハンドボール投げ」が25
年度では劣っているなど，総じて男子の方に運動
能力の低下がみられる。体力は，22年度と同様，
全国平均よりも高い傾向にあることが示された。

 （３）運動・スポーツの実施状況と体力・運動能力
　１）運動部所属の有無と総合評価
　　図１から，運動部に所属している学生の総合評
価は，男女ともにＢが最も多く，次いでＡとなっ
ている（女子ではＣと同数）。運動部に所属してい
ない学生は，Ｃが最も多く，次いでＢとなっている。

　　また，合計点の平均でみても，男子の運動部
所属は59，非所属49.3，女子の所属56.83，非所属
48.96と所属の方が優れている。

図１．運動部所属の有無と総合評価
　２）運動部所属と各調査項目の結果
　　いずれの項目についても，男女ともに，運動部
に所属している学生の方が高い結果を示した。

　３）運動の実施状況と総合評価
　　運動の実施状況と総合評価の関連をみてみると
（図２，３），男女ともに，「１：ほとんど毎日」と「２：
ときどき」はＢが最も多く，高い評価に傾いてい
る。一方，男子では「３：ときたま」がＣ，「４：
しない」はＤが最も多い。また，女子はいずれも
Ｃに多い。

　　女子では，合計点の平均値において，「ときたま」
が48，「しない」が49.56と逆転現象が起きている。
その一つの要因は，実数に差があるため（表１参
照）と推測されるが，ほかにも高校までの体育授
業の成果などの様々な要因が考えられる。

　４）運動の実施状況と各調査項目の結果
　　運動の実施状況と各調項目の結果は，図４の「ハ
ンドボール投げ」の結果にみられるように，実施
の多い方が良い結果を示している場合が多い。し
かし，図５の「立ち幅とび」のように，男女とも

に「ときたま」がもっとも低く，逆転現象が起き
ているものもある。

　　この傾向は女子に多く，「上体起こし」で「と
きどき」が最も低く，「握力」（有意傾向），「50ｍ

図２．運動実施状況と総合評価（男子）

図３．運動実施状況と総合評価（女子）

図４．運動実施状況とハンドボール投げの結果

図５．運動実施状況と立ち幅とびの結果
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走」では「ときたま」が最も低い値を示した。
　　前述した３）の結果とあわせて，現在の体力の
保持，さらには運動能力の向上のために，今後に
向けてどのように運動実施状況を保てるようにし
ていくかが課題である。

４．まとめ
　以上から得られた知見は以下の通りである。
・本学部男子学生は体力的には全国よりも優れている
が，運動能力的には劣っていることが認められた。

・運動部所属と体力・運動能力の相関が実証された。
・本学部女子学生の体力・運動能力は全国と比較し
て優れていることが認められたが，今後これを継
続させていくための方策が必要である。

　男女ともに，リテラシー科目「スポーツと健康」
の授業内容をより充実させていくことにより，体力・
運動能力の向上と運動実施の継続性への動機づけと
なるよう，努めていきたい。
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